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私たちを取り巻く環境変化

この先20年で世の中はどのように変化していくのでしょう
か。メガトレンドに挙げられる中で、アンリツが注目する分
野として、人口動態の変化、中間層の台頭、テクノロジーの
急速な進歩があります。まず、人口動態の変化に関しては、
アジア・アフリカ・中東などで25億人ほど増大する一方、先
進国では人口減少とともに高齢化が進み、労働人口の減少
が大きな問題となります。労働人口を補うためにまた製造
コスト低減のために、製造の自動化は必至です。また、高齢
者、特に交通網が発達していない地域で生活するための移
動手段として、自動運転車のニーズが高まります。工場の自
動化と自動運転、どちらの分野の発展にも5Gの技術が欠
かせません。次に、人口が増大するエリアでは、それにとも
なって中間層が増え、さまざまな商品やサービスが生まれ
ます。中間層が増加すると個人消費の質・量ともに要求が
高まり、食のオーダーメード化や食の安全ニーズにより食品
検査の需要がさらに高まると考えます。さらに、テクノロジー
の急速な進歩、特に人工知能（AI）は今後10年間で最も破
壊的な技術領域といわれ、その急速な進歩により近い将来
生活が一変することは誰もが想像するところです。AIは私
達の生活を便利にするだけではなく、お笑いで芸人に勝利
してしまうなど、あらゆる分野での利用が進められています。

2020年7月に開催される東京オリンピックを日本では5Gのデビュー戦と位置づけ、産官学共同で準備が進めら
れています。5GはLTEと比較し、単に通信速度が高速となるだけではなく世の中を変革（イノベーション）すると言
われています。アンリツは、5Gを“はかる”技術で支えるとともに、さらに次の世代であるBeyond5Gに向けて始
動しています。

5Gで暮らしが、世界が変わる

5Gの利 用シナリオとして、超 高 速 大 容 量（eM BB：
Enhanced Mobile Broadband）、超高信頼低遅延（URLLC: 
Ultra-Reliable and Low Latency Communication）、
多 数 同 時 接 続（mMTC：massive Machine Type 
Communication）が挙げられます。2018年に策定が完了
した3GPPリリース15では、このうちモバイル用途に照準を
合わせた超高速大容量についての仕様が主に定められ、
2018年12月からアメリカ、韓国で先行的な商用サービスが
開始され、順次世界各国でサービス提供が予定されていま
す。超高信頼低遅延、多数同時接続については2020年3月
のリリース16以降で仕様が定められ、2021年ごろから商
用サービスが展開されると言われています。このうち、超高
信頼低遅延はデジタル変革により世の中を爆発的に変える
ものとして期待されています。
　超高速大容量通信を支えるのは、広帯域通信の実現と
ミリ波帯の利用です。28GHz帯等ミリ波を利用するメリッ
トは、従来利用されてきた3GHz以下の周波数帯ほど周
波数割り当てが稠密ではないため、広い帯域が一括で確
保できる、すなわち大容量通信が容易に実現できることで
す。一方で、空間での伝搬損失（自由空間伝搬損失）増大
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が課題となります。損失は周波数の2乗に比例しますので、
たとえば3GHzと比較すると30GHzでは100倍も損失量
が増えることとなります。この空間での伝搬損失増大をカ
バーするための技術として、ミリ波帯では基地局のアンテナ
にMassive MIMOアンテナが導入されました。右図の例
のように、16X16(256)素子からなるMassive MIMOア
ンテナの各素子から電波を同時に放射することにより、１
ユーザーにめがけて電波を発射する（ビームを形成する）こ
とで、対象ユーザーは高い受信電力を得ることができます。
また、Massive MIMOアンテナは複数のユーザーに向け
てビームを形成でき、同時に複数ユーザーとの大容量通

5Gサービスのロードマップ

CY2018 CY2019 CY2020 CY202X
３GPP リリース15 NSA/SA仕様

（Phase1超高速通信）
★ WRC-19 ★ リリース16 (Phase2超低遅延、

多数同時接続のユースケース拡張)

リリース15商用チップ開発

商用端末開発拡大先行端末開発
リリース16チップ開発

リリース16端末開発
5Gサービス拡大

5G本格サービス開始
各国主要事業者の5Gサービス開始

超高信頼低遅延・
多数同時接続用途サービス

 Massive 
MIMOアンテナ

超高速・大容量通信の実現

ビームフォーミング

Massive MIMOアンテナ
（例：256素子）
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産業分野
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超高速
速度
下り：20Gbps
上り：10Gbps

超低遅延
遅延時間
1ms

多数同時接続
同時接続数
100万台/㎢

２時間の映画を３秒でダウンロード リアルタイムで遠隔地のロボットを精緻に操作 身の回りのあらゆる端末・センサーがネットワークに接続

自動車

5G/IoTが実現する 
「安全･安心で豊かな社会」 

信が行えます。こうなれば、オリンピックゲーム観戦におい
て、スタジアムの来場者それぞれがARグラスを装着し、自
由な視点でゲーム観戦を楽しむことも可能となります。また、
ビームを形成する機構は基地局側だけでなく、携帯端末側
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ます。従って、先に示した無線区間からアプリケーションサー
バーの処理速度を含めてこれ以下に抑える必要があります。
低遅延の実現には、無線区間の工夫だけでなく、コアネット
ワークを刷新しなければなりません。それには、基地局の
すぐ背後に処理系、すなわちエッジデバイスを配置する必
要があります。
　また、5Gの新たな活用として、“ローカル5G”も注目
されています。ローカル5Gとは、一般の企業も限られた
エリアで周波数の割当を受け、5Gを自営網として利用可
能とするものです。ローカル5Gは、5Gの特長に加えて高
いセキュリティ、ユーザーの都合に合わせてエリア設計が可
能であり、非常に有望視されています。工場の自動化、医
療現場でのCT画像など大容量データを含む個人情報の
取り扱い、建機の遠隔操作、スタジアム等での映像リアル
タイム配信などでの活用が期待されています。日本では、
4.5GHz帯の200MHz幅と28GHz帯の900MHz幅を
ローカル5Gに割り当てるよう計画が進んでいます。同じ動
きは、Industry4.0を掲げるドイツでも、スマートファクト
リ等への利用が期待されています。

5Gへの周波数割り当て
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ローカル5G候補帯域
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従来測定法とOTA測定法

5G：OTA測定法～4G：従来測定法

にも必要となります。第4世代までの携帯端末の試験では
携帯端末と測定器をケーブル接続していましたが、5G、特
にミリ波ではケーブル接続ではなく、アンテナを介しての測
定法（OTA測定：Over The Air測定）が必要となりました。
周波数が高いミリ波のOTA測定は非常に高度な技術が
必要ですが、アンリツは長年にわたりアンテナおよびアン
テナ計測に関する技術開発に従事してきた経験を生かし、
OTA測定に対応した携帯端末の評価システムを開発しま
した。
　超高信頼低遅延に関しては、3GPPにおいて“32バイト
以上のパケットデータの99.999%以上の送信成功率と
無線区間1ミリ秒（1ms）以下の遅延”を技術的条件と定
めています。1msとは、無線区間の遅延であり、実際の利
用を考えると、有線区間やインターネット、アプリケーション
サーバーの処理遅延を考慮に含める必要があります。たと
えば、自動運転や建機の遠隔操縦を考えたときの遅延量
は、人間の反応速度以下に抑える必要があります。人間が
反応に要する時間（危険を察知してブレーキがききはじめ
るまでの時間）は、一般に200〜300ms程度といわれてい

超高信頼低遅延通信を実現するモバイル・エッジ・コンピューティング
5G Coreのネットワーク構成

クラウド

インターネット

GWモバイル・
ネットワーク

産業ロボット

遠隔手術

モバイル・エッジ
コンピューティング

遅延大低遅延

自動運転

【3.7GHz帯】（衛星通信と共用）

【4.5GHz帯】（防衛省の公共業務用通信と共用）

【28GHz帯】（衛星通信と共用）



Anritsu Integrated Report 2019 21

そしてBeyond5Gへ

5Gは今後も進化していき、さらに10年先の2030年を
目 指 したBeyond5Gの 研 究 開 発 も 始 まりました。
Beyond5Gの明確な定義はまだありませんが、周波数有
効利用は無線通信における永遠の課題であり、Beyond5G
においても検討が進むと考えられます。また、これまでの
通信の進化から、さらなる通信の大容量化というのは当
然 予 測されます。xR（VR：仮 想 現 実　AR：拡 張 現 実　
MR：複合現実の総称）の普及にともない伝送される映像
は3D配信になり、またドローンなどの無人航空機や自動
運転システムなどさまざまなデバイスにおいて通信容量が
増大するためです。ミリ波以上の周波数領域は、大容量通
信が可能となるため、Beyond5Gなど通信の大容量化に
利用されるとともに、周波数が高くなるほど波長が短くなり
分解能が向上できるため、イメージングや異物検査等さまざ
まな産業領域でも活用が進みます。2019年3月に米国連邦
通信委員会（Federal Communications Commission、
FCC）では、宇宙研究や大気観測の妨げにならない限り、
95GHz〜3THzを実験用途に10年間ライセンスする新
たなルールを設け、ミリ波・テラヘルツ波の実用化を後押
ししています。一方、周波数が高くなるほど通信装置内お
よび伝搬路における損失が大きくなるとともに、微細化要

求されるため、高周波の利用には技術的困難がともないま
す。アンリツは、ミリ波の活用に向けた測定技術を開発し
てまいりました。今後も、センシングのためのミリ波・テラ
ヘルツ波に関する技術の研鑽に努めます。また、2019年
に取り組みを開始したBeyond5Gに関する研究開発を推
進してまいります。
　さらに、AI技術は第3次ブームのピークを迎え、多数の
AIツールが利用可能な状態にあります。今後、5Gが進化
していく過程で、自動運転・VR・ARにおける低遅延化のた
めに、エッジコンピューティングが導入され、エッジデバイス
では、AI技術の導入が進みます。たとえばスマートファクト
リー化では、作業員が身に付ける加速度センサー、温湿度・
振動センサーや試験データといった膨大なデータをエッジ
で処理することによる工程の見える化とともに、異常検知
や故障予測が期待されています。アンリツでは、AI技術が
得意とする画像処理との組み合わせにより、食品検査にお
ける異物検出能力向上に取り組んでおり、将来は、5Gと
AI技術の組み合わせにより、インテリジェントで機密性の
高い測定・検査ソリューションを提供していきたいと考え
ます。今後も、“はかる”を支えるセンシング技術、“はかる”
を賢くするAI技術等データ解析技術の研鑽に努め、それら
を融合させることで、安全・安心で豊かな社会の実現に貢
献します。

これからのミリ波・テラヘルツ波･光波利用
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大容量低遅延通信
による遠隔手術

食品生産工程の 
検査

5Ｇスマートフォン
（28/39GHz）

ボディスキャナ
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